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令和 6 年（2024）4 月18 日（木）〜 6 月16日（日）

10：00 〜17：00（入館は 16：30まで）

月曜日（但し 4 月29日、5 月6日は開館）、5 月7日（火）。
三井記念美術館
一般 1,200（1,000）円／大学・高校生 700（600）円／中学生以下無料

※ 70 歳以上の方は 1,000 円（要証明）。
※ 20 名様以上の団体の方は（ ）内割引料金となります。
※ リピーター割引：会期中一般券、学生券の半券のご提示で、2 回目以降は（ ）内割引料金となります。
※ 障害者手帳をご呈示いただいた方、およびその介護者 1 名は無料です（ミライロID も可）。

三井記念美術館 ／ Mitsui Memorial Museum
 ［〒 103-0022 東京都中央区日本橋室町 2-1-1 三井本館 7 階］
東京メトロ銀座線「三越前」駅 A7 出口徒歩 1 分／東京メトロ半蔵門線「三越前」駅徒歩 3 分 A7 出口徒歩 1
分／東京メトロ銀座線・東西線「日本橋」駅 B9 出口徒歩 4 分
メトロリンク日本橋（無料巡回バス）乗降所「三井記念美術館」徒歩 1 分

050 –5541–8600（ハローダイヤル）

https://www.mitsui-museum.jp
展覧会関連イベントについては、当館ホームページをご覧ください。

展 覧 会 名

会 期
開 館 時 間
休 館 日
主 催
入 館 料

会 場

読 者 か ら の 
お問い合わせ先
ホ ー ム ペ ー ジ
そ の 他

茶の湯の美学 ―利休・織部・遠州の茶道具―

Chanoyu Aesthetics: Rikyū, Oribe and Enshū’s Tea Utensils

三井記念美術館広報事務局　担当：富樫、大原、松井　TEL：03ｰ6275ｰ0243 ／ 080ｰ5443ｰ1112
〒101-0051 東京都千代田区神田神保町1-41 神保町ＳＦ１ビル206　E-mail：mitsui@annex-inc.jp 

報道関係の方からの
お 問 い 合 わ せ 先

茶の湯の美学 
―利休・織部・遠州の茶道具―

＊  開催内容を変更する場合がありますので、最新の情報は、当館ホームページまたはハローダイヤル（050-5541-8600）にてご確
認ください。

桃山時代から江戸時代初期、茶の湯界をリードした、千利休・古田織部・小堀遠州の美意識を、三井家
伝来の館蔵茶道具のなかから探ります。

千利休の「わび・さびの美」、古田織部の「破格の美」、小堀遠州の「綺麗さび」、3人の美意識を以上
のようにとらえ、書画および茶碗・茶入・花入・水指・釡・茶杓など、各人の美意識から生まれた茶道具の名
品・優品を多数展示いたします。
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趣　旨
三井家から寄贈された美術品の中で茶道具は、江戸時代以来長年にわたり収集

され蓄積したもので、数と質の高さにおいては他に例を見ないものです。茶の湯の
歴史を研究する上でも貴重な作品群となっています。

今回の展覧会では、その中より桃山時代から江戸時代初期、茶の湯界をリードし
た千利休・古田織部・小堀遠州の茶道具を選び、それぞれの美意識を探ります。

近年の茶道史研究では、茶の湯の歴史を問い直す研究が多く発表され、著名茶
人の「作られた伝説」を見直し、「真実の姿」が追究されています。今回の展示
はその動きを視野に入れながらも、3人の美意識を、利休の「わび・さびの美」、織
部の「破格の美」、遠州の「綺麗さび」という従来の捉え方で展示を構成いたします。

茶道具という「物」そのものをご覧いただき、そこから利休・織部・遠州の美意識
を感じ取り、茶の湯の美学という観点から3人の「真実の姿」に想いを馳せていた
だくことを趣旨としています。

展示構成
展示構成は以下のように展示室ごとのテーマで展示いたします。

展示室1： 利休・織部・遠州の美意識
展示室2： 国宝の名碗
展示室3： 如庵　織田有楽の茶室
展示室4： 千利休の美意識＝わび・さびの美
 ○わび茶の師　　○利休の消息とゆかりの茶道具   
 ○千利休画像　　○利休作・所持・在判の茶道具   
 ○利休が好んだ茶道具　　
展示室5：　○利休写
 古田織部の美意識＝破格の美
 ○織部の消息と茶杓　　○歪（ひずみ・ゆがみ） ・沓形（くつがた）

 ○破格の形の波及　　○志野・織部
展示室6： 数棗と数香合
	 ○利休形茶器十二　　○利休好・織部好の蒔絵の香合
展示室7： 小堀遠州の美意識＝綺麗さび
 ○墨跡・絵賛・歌切・消息　　○遠州の和歌色紙   
 ○中興名物の茶陶　　○遠州が関わった茶陶   
 ○遠州作・所持の茶道具　　

展 覧 会 の 趣 旨と展 示 構 成
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展示室１

利休・織部・遠州の美意識
利休・織部・遠州の美意識を象徴する茶道具の名品を展示し、まずは3人の美

意識の違いを把握していただきます。
利休では、利休が所持したと伝えられる古

こ

銅
どう

桃
もも

底
ぞこ

花
はな

入
いれ

、二
に

徳
とく

三
み

島
しま

茶
ちゃ

碗
わん

、姥
うば

口
くち

霰
あられ

釜
がま

、利休在判の黒
くろ

大
おお

棗
なつめ

、利休作の竹
たけ

茶
ちゃ

杓
しゃく

（銘ホトトギス）（図1）、利休が自らのわびの
美学にかなった茶碗を長次郎に焼かせたとされる黒

くろ

楽
らく

茶
ちゃ

碗
わん

（銘俊
しゅん

寛
かん

）＜重文＞（図

2）などを展示いたします。
織部では、師の利休の規格からすると「破格の美」とされる織部の美意識。そ

れを象徴するような作品が、大きな茶碗を十文字に割って小さくしたとされる大
おお

井
い

戸
ど

茶
ちゃ

碗
わん

（銘須
しゅ

弥
み

、別銘十
じゅう

文
もん

字
じ

）（図3）です。また織部の好みが影響して焼かれたとされ
る古

こ

伊
い

賀
が

の花入（銘業
なり

平
ひら

）（図4）、水指（銘閑
かん

居
きょ

）などを展示します。
遠州では、遠州が関わったとされる高

たか

取
とり

面
めん

取
とり

茶
ちゃ

碗
わん

（図5）、薩
さつ

摩
ま

甫
ほ

十
じゅう

瓢
ひょう

箪
たん

茶
ちゃ

入
いれ

（銘

十
ま

寸
す

鏡
かがみ

）。利休と織部の茶道具を見てくると、遠州の瀟
しょう

洒
しゃ

できれいな茶道具は、まさに
「綺

き

麗
れい

さび」といえます。

主な 展 示 作 品

［図1］ 竹茶杓　銘ホトトギス　千利休作　
共筒　1本　桃山時代・16世紀

＊［図2］ 重要文化財　黒楽茶碗　銘俊寛　
長次郎作　1口　桃山時代・16世紀

＊［図3］ 大井戸茶碗　銘須弥（別銘十文字）
伝古田織部所持　1口　朝鮮時代・16世紀

［図4］ 伊賀耳付花入　銘業平 
桃山時代・17世紀

＊［図5］ 高取面取茶碗　小堀遠州箱書　
1口　江戸時代・17世紀

展示室2

国宝の名碗
織田信長・豊臣秀吉という天下人のもとで、茶の湯の文化は、利休に代表される

堺の豪商出身の茶人が茶頭（茶堂）となり、多分に政治的な動きの中で戦国武将の
間にも広まり、爆発的な発展を見たと言えます。瀬戸黒・黄瀬戸・志野・織部という、
桃山時代の瀬戸・美濃地方で焼かれた茶陶は、中央の茶の湯の動きとリンクして生
まれた日本独特のやきものでした。そのなかでも桃山時代の茶陶を代表する国宝の
志
し

野
の

茶
ちゃ

碗
わん

（銘卯
うの

花
はな

墻
がき

）（図6）を展示いたします。

＊：広報用画像貸出作品

＊［図6］ 国宝　志野茶碗　銘卯花墻　1口 
桃山時代・16~17世紀
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展示室3

如庵　織田有楽の茶室
展示室3は織

お

田
だ

有
う

楽
らく

の茶室「如
じょ

庵
あん

」を写した展示室です。明治40年頃から北三井家が所有した国
宝の茶室で、戦後に名古屋鉄道の所有となり犬山に移築されました。

ここでは織田有楽の消息と井戸茶碗、そして自作の茶杓2点を展示いたします。織田有楽は信長の弟で、
利休の弟子でした。織部や遠州とも親交があり、織部亡きあとは有楽が茶の湯界の第一人者ともいわれます。

展示室4

千利休の美意識＝わび・さびの美
千利休（1522~1591）は、堺今市町の魚問屋で納屋衆の田中与兵衛の子として生まれました。茶の湯を

北
きた

向
むき

道
どう

陳
ちん

に学び、武
たけ

野
の

紹
じょう

鷗
おう

に師事し、大徳寺の笑
しょう

嶺
れい

宗
そう

訢
きん

・古
こ

渓
けい

宗
そう

陳
ちん

らに参禅して禅を学んでいます。堺
の豪商・津田家や今井家、奈良の漆問屋・松屋などと茶の湯の交流をもち、津田家の『天王寺屋会記』
には利休32歳の茶会から記されており、利休の茶の湯の姿がうかがえます。

堺の町は貿易都市として織田信長や豊臣秀吉などと政治的な関係を持ち、津
つ

田
だ

宗
そう

及
ぎゅう

や今
いま

井
い

宗
そう

久
きゅう

、利
休などが茶頭（茶堂）として仕え、茶の湯は武将の間に広まりました。特に秀吉と利休の関係は特別で、政
治向きは秀吉の弟・羽柴秀長に、内々のことは利休に、というように秀吉のふところ深く仕えましたが、最終
的には秀吉の勘気をこうむり、自刃を命じられることになります。

利休はわび茶の大成者とされますが、その美意識は「わび・さびの美」としてとらえられています。以下
に三井家伝来の茶道具で具体的に見て行きます。

	⨋ わび茶の師
千利休が茶の湯の師と仰いだのが村

むら

田
た

珠
しゅ

光
こう

・武野紹鷗・北向道陳でした。当館には少ないながらも関
連資料が伝わっています。

村田珠光は、わび茶の開山ともいわれ、室町幕府の殿
でん

中
ちゅう

書院の茶の湯に対し、草
そう

庵
あん

の茶・わび茶を提
唱したとされます。珠光筆とされる山水図が2点伝わっており、和漢の融合を説いた珠光の絵の傾向がう
かがえます。また、唐物の名物に対し、わびた趣の唐物茶碗を取り上げ、珠

しゅ

光
こう

茶碗と呼ばれました。その
一つ、松屋伝来とされる珠光青磁茶碗（銘波

は

瀾
らん

）（図7）を展示いたします。
武野紹鷗は珠光の孫弟子にあたり、草庵の茶を発展させました。皮革業を営む堺の豪商ですが、連歌

師でもあり、藤原定家の歌論書から茶の湯の極意を悟ったといいます。当館には消
しょう

息
そく

1点（図8）と紹鷗黒
大棗、竹茶杓などが伝わっています。紹鷗は藤

ふじ

原
わら

定
てい

家
か

の小
お

倉
ぐら

色
しき

紙
し

を茶室の床に初めて掛けていますが、
ここでは三井家伝来の小倉色紙（図9）を展示いたします。

北向道陳は利休が茶を習った師匠。堺の茶人で、紹鷗に利休（当時は宗
そう

易
えき

）を推薦したといわれていま
す。当館には自作の竹茶杓が1点伝わっています。

［図8］ 武野紹鷗消息　（卯月二日付　林兵部宛）
1幅　室町時代・16世紀

［図7］ 珠光青磁茶碗　銘波瀾　1口　 
南宋~元時代・12~14世紀

［図9］ 小倉色紙（うかりける…） 
藤原定家筆　1幅　鎌倉時代・13世紀
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	⨋ 利休の消息とゆかりの茶道具
ここでは利休の消息を中心に、関連する茶道具を展示いたします。消息は7点の

うち5点が初公開です。
堺の豪商で茶人でもある津

つ

田
だ

宗
そう

及
ぎゅう

・今
いま

井
い

宗
そう

久
きゅう

などとともに、利休は天下人織田信
長の茶

さ

頭
どう

（茶堂）となりますが、まずは信長から拝領したという祇園祭礼図、信長の
茶会と思われる道具付を展示いたします。

残りの6通の消息は、天正10年（1582）6月本能寺の変のあと、秀吉の茶頭となり、
天正19年（1591）2月28日に秀吉の命で自刃するまで、わずか10年程の間のものです。

豊臣秀吉が関白となった天正13年（1585）以降の津田宗及に宛てた消息では、ク
ロ柿の茶壺のこと、秀吉のお茶のこと、大徳寺の和尚のことなどが記されています。
ここでは青磁筒花入・北

きた

野
の

肩
かた

衝
つき

茶入（重文）など秀吉ゆかりの茶道具や、利休が北
きたの

政
まん

所
どころ

に贈ったとされる波
なみ

桐
きり

蒔
まき

絵
え

竹
たけ

二
に

重
じゅう

切
ぎり

花
はな

入
いれ

（図10）などを合わせて展示いたします。
図11は天正18年（1590）4月、利休が秀吉の小田原攻めに従軍した際に書かれ

た消息です。あわれな小田原と、橋
はし

立
だて

茶壺の狂歌などが記されています。この翌
年の2月に秀吉と利休との破局がおとずれます。利休が自刃したとされる聚楽屋敷
が偲ばれる聚

じゅ

楽
らく

第
だい

図
ず

屏風（図12）も展示いたします。

	⨋ 千利休画像　
図13は、利休の孫の千

せんの

宗
そう

旦
たん

が描いた千利休遺
ゆい

偈
げ

と利休像。このほか、北三井
家六代・三井高

たか

祐
すけ

筆の利休像2点を展示いたします。

［図12］ 聚楽第図屏風　6曲1隻　桃山時代・16世紀

［図11］ 千利休消息　橋立狂歌入　（卯月二十二日　瀧本坊宛）　1幅　桃山時代・天正18年（1590）

［図10］ 波桐蒔絵竹二重切花入 
伝政所所持　1口 
桃山時代・16~17世紀

＊［図13］ 千利休遺偈と利休像 
千宗旦筆　1幅　江戸時代・17世紀
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	⨋ 利休作・所持・在判の茶道具　　
ここでは、利休作、利休所持、利休在判の茶道具を展示します。なお名品の一

部は展示室1で展示しています。
利休作としては竹茶杓が2点あり、そのうち1点は細

ほそ

川
かわ

幽
ゆう

斎
さい

が下
した

削
けず

りをしたとされ、
筒には幽斎の狂歌が記されています。

利休所持とされるものとしては、雲
くも

紙
がみ

和
わ

漢
かん

朗
ろう

詠
えい

集
しゅう

切
ぎれ

、与次郎の霰
あられ

釜
がま

（図14）、釜
かま

鐶
かん

、桑
くわ

柄
え

灰
はい

匙
さじ

などがあります。
利休在

ざい

判
はん

は、利休のケラ判と呼ばれる花
か

押
おう

が直
じき

書
しょ

されているもので、黒
くろ

中
ちゅう

棗
なつめ

（図

15）、町
まち

棗
なつめ

、南
なん

蛮
ばん

内
うち

渋
しぶ

建
けん

水
すい

などがあります。

	⨋ 利休が好んだ茶道具
利休が好んだ茶道具を利

り

休
きゅう

好
ごのみ

といい、後世にその器形や寸法などの規矩を定め
て多くの茶道具が制作されますが、ここでは利休時代の茶道具で、利休が好んだも
のを展示いたします。黄

き

瀬
せ

戸
と

立
りゅう

鼓
ご

花
はな

入
いれ

、長次郎の黒
くろ

楽
らく

平
ひら

茶
ちゃ

碗
わん

（図16）、黒楽茶碗
（銘メントリ）、与次郎の日の丸釜、黒

くろ

塗
ぬり

一
いち

文
もん

字
じ

椀
わん

などです。

展示室５

	⨋ 利休写
利休好の茶道具の中でも、、利休自作、あるいは利休が作らせた茶道具をそっくり

写したものを利
り

休
きゅう

写
うつし

と呼んでいます。利休作の竹
たけ

尺
しゃく

八
はち

花
はな

入
いれ

の写し、木
き

地
じ

釣
つる

瓶
べ

水
みず

指
さし

の写し、鉄
てつ

風
ぶ

炉
ろ

の写し、小
こ

棚
だな

の桐
きり

木
き

地
じ

丸
まる

卓
しょく

の写し（図17）などを展示いたします。

古田織部の美意識＝破格の美
古
ふる

田
た

織
おり

部
べ

（1544~1615）は、信長・秀吉・家康に仕えた美濃出身の大名茶人で、
織
おり

部
べ

正
のかみ

に任じられたので「織部」と通称されます。千利休に茶を学び、利休七哲
の一人とされます。利休が秀吉に蟄居を命じられ、堺に向かう利休を織部と細川三
斎の二人が淀の泊りで見送った逸話は有名です。秀吉没後は隠居し、茶の湯三
昧の生活を送り茶の湯名人とうたわれ、茶の湯界の第一人者となりました。

関ヶ原の戦いでは家康の東軍に属し、戦後は二代将軍徳川秀忠に茶の湯を指南
しますが、大坂の陣で豊臣方に内通した咎を責められ自刃し、一族もろとも滅びました。

織部の美意識は、利休のわび・さびの美を引き継ぎつつも、その格を破った「破
格の美」といわれます。なかでも茶陶では、ゆがみのある作意の強いやきものが、
織部の好みから生まれたとされています。自ら指導して焼かせたという史料は見ら
れないところから、織部が取り上げたものが流行していったということかもしれません。

［図14］ 霰釜　伝利休所持 
与次郎作　1口　桃山時代・16世紀

［図15］ 黒中棗　利休直書「金砂」　
随流斎極書　1口　桃山時代・16世紀

＊［図16］ 黒楽平茶碗　長次郎作
1口　桃山時代・16世紀

［図17］ 利休写桐木地丸卓　逢源斎
直書在判　1口　江戸時代・17世紀

［図18］ 竹茶杓　古田織部作
共筒　1本　桃山時代・16~17世紀
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	⨋ 織部の消息と茶杓
当館には織部作の作品が消息1点と竹茶杓1点（図18）伝わっています。織部は

歌道や禅にも精通していましたが、図19の消息は、近衛家の諸大夫・進
しん

藤
どう

修
しゅ

理
り

に
あてたもので、この頃、織部は近

この

衛
え

信
のぶ

尹
ただ

に連歌の指導を仰いでおり、自詠の発句の
添削を依頼しています。

	⨋ 歪（ひずみ・ゆがみ）・	沓形（くつがた）
慶長4年（1599）2月に古田織部が催した伏見での茶会で、神

かみ

屋
や

宗
そう

湛
たん

が「ウス茶
ノトキ、セト茶碗ヒツミ候也、ヘウケモノ也」と日記に記したものが、織部好のゆがみ
のある茶碗です。黒い沓

くつ

形
がた

茶碗だったようですが、宗湛は剽
ひょう

げた印象を受けたよう
です。漫画「へうげもの」はこれが元ネタです。織部好の沓形茶碗に倣って朝鮮
半島で焼かれたのが御

ご

所
しょ

丸
まる

茶
ちゃ

碗
わん

（図20）と考えられています。

	⨋ 破格の形の波及
古田織部の美意識は、わび・さびの利休の美意識を踏襲しながらも、その規格を

破る「破格の美」といわれます。瀬戸・美濃・備前・信楽・古甲賀などの桃山時代
の茶陶は、その推移を端的に表しているようで、特に花入・水指・茶碗などで、デフォ
ルメされたゆがみのある茶陶は、織部好といわれてきました。しかし、織部焼や古伊
賀などで、織部と生産地との直接的なかかわりを示す史料はほとんどないところから、
織部好という表現も慎重にならざるを得ないのが現状です。

ここでは織部好の波及を「破格の形の波及」というとらえ方で考えてみたいと思
います。図21の備

び

前
ぜん

瓢
ひょう

掛
かけ

花
はな

入
いれ

は、図13の十文字井戸茶碗と同様に、完品を打ち
欠いて面白がるという織部の美意識に通じるものといえます。

	⨋ 志野・織部
志野・織部といえば、美濃出身の織部とのかかわりが想像されますが、これも織

部が直接かかわった史料は見つかっていません。織部沓形茶碗に織部の花押が
記されたものがありますが、何らかの関りが想像されるにとどまります。

桃山茶陶の代表作である図5の志野茶碗（銘卯花墻）が筆頭におかれる志野、
古田織部の名がもとになったと思われる織部（図22）、いずれにしてもこの時代に日本
独自のやきものが生まれた背景には、中央の茶の湯の動静が強く反映されていると
思われます。

展示室6

数棗と数香合
	⨋ 利休形茶器十二
様 な々形がある塗物の茶器を一定の形として定形化し、寸法を定めて基準となる

茶器をいわゆる数
かず

棗
なつめ

として制作したのは、表千家七代・如
じょ

心
しん

斎
さい

（1705~1751）とされま
す。不審菴には如心斎判三十二器が伝わっていますが、数少なく組まれたものに
利休形十二器があります。

ここでは如心斎の長男で表千家八代の啐
そっ

啄
たく

斎
さい

（1744~1808）が組んだ数棗の中か
ら、利休形茶器十二を選んで展示いたします。

［図19］ 古田織部筆消息　 
（初雪発句入　修理宛）　1幅 
桃山時代・慶長19年（1614）

＊［図20］ 御所丸茶碗　1口 
朝鮮時代・17世紀

［図21］ 備前瓢掛花入　1口 
桃山時代・16~17世紀

［図22］ 織部砂金袋香合　1合 
桃山時代・17世紀
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	⨋ 利休好・織部好の蒔絵の香合
当館には啐啄斎在判の数

かず

香
こう

合
ごう

もあり、その中から利休好と織部好の梅蒔絵香合を選んで展示いたします。

展示室7

小堀遠州の美意識＝綺麗さび
小
こ

堀
ぼり

遠
えん

州
しゅう

（1579~1647）は、近江国出身で、父は浅井長政・羽柴秀長・豊臣秀吉に仕え、作事に秀でて
いました。遠州が江戸幕府の作

さく

事
じ

奉
ぶ

行
ぎょう

を務めた才能は父譲りのものでした。なお、遠州は父の同僚で築
城の名手・藤

とう

堂
どう

高
たか

虎
とら

の養女を娶
めと

っています。30歳の時、徳川家康の駿府城を築城した功により、遠
とおとうみのかみ

江守
に任じられてから「遠州」と通称されます。遠州は、禁

きん

裏
り

御
ご

殿
てん

・名古屋城・江戸城・二条城など、多くの作
事奉行を務めています。また、45歳から亡くなる69歳まで伏見奉行を務めています。

遠州は小さい頃から茶会や連歌会などを経験していました。10歳の時、利休に会っていますが、茶の
湯は古田織部に学び、春

しゅん

屋
おく

宗
そう

園
えん

を参禅の師としました。徳川家に仕えてからは、二代将軍秀忠と三代将
軍家光に茶の湯を指南し、江戸初期茶の湯界の第一人者となりました。

遠州は和歌や公家の文化に精通しており、書は定
てい

家
か

様
よう

をよくしました。わびの文化が和歌の精神に通じ
ており、王朝風の雅

みやび

な美意識に、数寄屋建築などの作事奉行としての美意識が加わったものが、遠州の
「綺

き

麗
れい

さび」と思われます。

	⨋ 墨跡・絵賛・歌切・消息　　
図23の清

せい

拙
せつ

正
しょう

澄
ちょう

墨跡（重文）には遠州の加
か

藤
とう

明
あき

成
なり

宛の消息が1幅添っており、この墨跡と茶入を鑑定
しています。墨跡はさぞ高値であろうと記しています。

絵
え

賛
さん

では、松
しょう

花
か

堂
どう

昭
しょう

乗
じょう

筆蔦
つた

図に遠州の和歌の賛をしたためた作品や、狩
か

野
のう

探
たん

幽
ゆう

筆色紙短冊に遠州
が達磨画賛を記した作品などを展示いたします。

歌切では、古今和歌集から抜粋した藤原定家筆歌
うた

切
ぎれ

がありますが、これにも遠州の堀
ほり

式
しき

部
ぶ

宛の消息が
1幅添っており、自分が欲しいところだが、代金が足りないのであなた（堀式部）にすすめると記しています。

遠州の消息は、添
そえ

幅
ふく

を含めて全部で5通ありますが、図24は遠州から儒者の三
み

宅
やけ

亡
ぼう

羊
よう

に宛てた消息で、
遠州が手造りした茶碗に茶を添えて贈った際の手紙です。

	⨋ 遠州の和歌色紙　　
掛軸として単体で伝わった遠州の和歌色紙は4点ありますが、すべて初公開です。古歌を写したものと、

自詠のものがあります。茶入の箱に貼る大きさの小色紙が2点ありますが、本来は茶入に貼ってあったもの
と思われます。

＊［図23］ 重要文化財　清拙正澄墨跡（霊致別称偈）　
1幅　南北朝時代・延元元年（1336）　

［図24］ 小堀遠州筆消息（三宅亡羊宛）　1幅 
江戸時代・17世紀
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	⨋ 中興名物の茶陶
遠州が取り上げた茶入や茶碗は、遠州により銘が付けられますが、多くは和歌か

ら銘が付けられ、箱や挽家に遠州筆の和歌小色紙が貼られ、箱書が認められてい
ます。また、茶入の仕覆や挽家の仕覆、二重・三重に箱を仕立て風呂敷で包むなど、
多くの次第が整っています。これらを松

まつ

平
だいら

不
ふ

昧
まい

（1751~1818）が「大名物」に対して
「中興名物」と呼びました。当館には中興名物が8点ありますが、全て展示いたします。

茶碗では、重文の玳
たい

皮
ひ

盞
さん

（鸞
らん

天
てん

目
もく

）（図25）と古
ふる

手
て

屋
や

高
ごう

麗
らい

の2点があります。
茶入は「常

じょう

如
にょ

院
いん

」「佐
さ

久
く

間
ま

面
めん

取
とり

」「二
ふた

見
み

」「筧
かけひ

」「卯
うの

花
はな

」「田
た

面
づら

」の6点があり
ますが、すべて瀬戸茶入です。なかでも図26の瀬戸二見手茶入（銘二見）は、三
井家ゆかりの茶入ですが、松平不昧の添状が1幅添っています。また、図27の瀬
戸落

おち

穂
ぼ

手
で

茶入（銘田
た

面
づら

）には遠州の和歌小色紙と、遠州と江
こう

月
げつ

宗
そう

玩
がん

合筆消息の写し、
小堀家合筆の茶入絵賛が掛軸で添っています。

	⨋ 遠州が関わった茶陶　　
図24の三宅亡羊宛の消息で、遠州が自分で茶碗を焼いたことがわかりますが、

遠州が関わって焼かれたとされる茶陶があります。図5の高取面取茶碗がその一
つですが、ここでは薩摩焼と膳

ぜ

所
ぜ

焼
やき

の茶入を2点展示します。図28の膳
ぜ

所
ぜ

肩
かた

衝
つき

茶
ちゃ

入
いれ

（銘楽
さ

々
ざ

浪
なみ

）は、琵琶湖畔の膳
ぜ

所
ぜ

で焼かれたもので、いかにも遠州が好みそうな雅
な雰囲気があります。

	⨋ 遠州作・所持の茶道具　　
最後に、遠州作と遠州所持の茶道具を展示いたします。遠州作の竹

たけ

二
に

重
じゅう

切
ぎり

花
はな

入
いれ

（白
しら

菊
ぎく

歌
うた

銘
めい

）と竹
たけ

輪
わ

無
なし

二
に

重
じゅう

切
ぎり

花
はな

入
いれ

（銘下
した

折
おれ

）は、初公開ですが、前者には遠州の
金
かな

森
もり

宗
そう

和
わ

宛の消息が1幅添っています。図29の竹茶杓（銘二
ふた

見
み

）は、遠州らしい綺
麗さびの茶杓といえます。

図30の菊
きく

蒔
まき

絵
え

面
めん

取
とり

茶
ちゃ

箱
ばこ

は遠州所持の伝来があり、茶器の蓋には三猿のつまみ
が付き、蓋裏には遠州の和歌が記されています。

＊［図25］ 重要文化財 
中興名物　玳皮盞（鸞天目）　1口 
南宋時代・12~13世紀

［図26］ 中興名物　瀬戸二見手茶入 
銘二見　1口　江戸時代・17世紀

［図27］ 中興名物　瀬戸落穂手茶入 
銘田面　1口　江戸時代・17世紀

［図28］ 膳所肩衝茶入　銘楽々浪　1口　
江戸時代・17世紀

＊［図30］ 菊蒔絵面取茶箱 
1組　江戸時代・17世紀

［図29］ 竹茶杓　銘二見　
小堀遠州作　共筒　1本　
江戸時代・17世紀



［貸出画像リスト］ 作品掲載にあたっては下記の情報をご明記ください

図 2 重要文化財
黒楽茶碗　銘俊寛　長次郎作　1口 桃山時代・16世紀 三井記念美術館蔵

図 3 大井戸茶碗　銘須弥（別銘十文字）
伝古田織部所持　1口 朝鮮時代・16世紀 三井記念美術館蔵

図 5 高取面取茶碗　小堀遠州箱書　1口 江戸時代・17世紀 三井記念美術館蔵

図 6 国宝　志野茶碗　銘卯花墻　1口 桃山時代・16~17世紀 三井記念美術館蔵

図 13 千利休遺偈と利休像　千宗旦筆　1幅 江戸時代・17世紀 三井記念美術館蔵

図 16 黒楽平茶碗　長次郎作　1口 桃山時代・16世紀 三井記念美術館蔵

図 20  御所丸茶碗　1口 朝鮮時代・17世紀 三井記念美術館蔵

図 23 重要文化財 
清拙正澄墨跡（霊致別称偈）　1幅 南北朝時代・延元元年（1336） 三井記念美術館蔵

図 25 重要文化財 
中興名物　玳皮盞（鸞天目）　1口 南宋時代・12~13世紀 三井記念美術館蔵

図 30 菊蒔絵面取茶箱　1組 江戸時代・17世紀 三井記念美術館蔵
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